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はじめに 

 
ServiceNowアダプタの使用では、SOAコンポジット・アプリケーションおよびOracle Service 
Busビジネス・サービスでのServiceNowアダプタの使用方法について説明します。 

 
この項は次のトピックで構成されています。 

• 対象者 

• 関連リソース 

• 表記規則 
 

対象者 
ServiceNowアダプタの使用は、ServiceNowアダプタを使用するアプリケーションを作成、デプ

ロイ、テスト、および監視するユーザーを対象としています。 

関連リソース 
詳細は、次のOracleリソースを参照してください。 

• Oracle SOA SuiteでのSOAアプリケーションの開発 

• Oracle SOA SuiteおよびOracle Business Process Management Suiteの管理 

• Oracle Service Busの管理 

• テクノロジ・アダプタの理解 
 

表記規則 
このドキュメントでは次のテキスト表記規則を使用します。 

 
表記規則 意味 

太字 
太字タイプは、操作に関連するグラフィカル・ユーザー・イ

ンタフェース要素、本文中または用語集で定義されている用

語を示します。 

イタリック イタリック・タイプは、ブック・タイトル、強調、またはユー
ザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。 

固定幅 
フォント 

固定幅フォント・タイプは、段落内のコマンド、URL、サン
プル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力す
るテキストを示します。 
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ServiceNowアダプタの概要 

 
この項ではServiceNowアダプタについて説明します。 

この章は次の項で構成されています。 

• ServiceNowアダプタについて 

• クラウド・アダプタのインストール 

• インストール後の構成タスクの実行 

• 認証資格証明の取得 

• サポートされていない機能 

• 制限事項 

 

ServiceNowアダプタについて 
ServiceNowアダプタは、オンプレミスのアプリケーションおよびSaaSアプリケーショ

ンをServiceNowのGenevaおよびHelsinkiのリリースと統合します。 

ServiceNowは、人事、法律、施設管理、会計、マーケティング、およびフィールド操

作向けに、Platform-as-a-Service(PaaS)のエンタープライズ・サービス・マネジメント・

ソフトウェアを提供します。 
ServiceNowはITサービス・マネジメント(ITSM)アプリケーションに特化しており、共

通のビジネス・プロセスを自動化します。ServiceNowにはインスタンスおよびユーザー

によって異なる可能性のある多数のモジュラ・アプリケーションが含まれています。 

 

クラウド・アダプタのインストール 

クラウド・アダプタのインストール方法の詳細は、パッチに付属しているREADME.txt
を参照してください。アダプタのインストールが完了したら、「インストール後の構
成タスクの実行」で説明されているタスクを実行します。 

 

注意: サポートされているバージョンおよびプラットフォームの詳細は、サポートさ

れているシステム構成のリリース版動作保証マトリックスを参照してください。 
 

 

インストール後の構成タスクの実行 

クラウド・アダプタのインストール後に、インストール後の構成タスクを実行する必要

があります。 

インストール後の構成タスクの詳細は、Oracle Cloudアダプタ・インストール後の構成
ガイドを参照してください。 
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認証資格証明の取得 

Oracle JDeveloperおよびOracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlで、資格証明

ストア・フレームワーク(CSF)認証キーの作成に必要なユーザー名とパスワードをSOA
ドメイン管理者から取得します。これらの資格証明はほとんどのクラウド・アダプタ

に必要です。ServiceNowアダプタの場合、資格証明に3つのプロパティ(CSFキー名、ユー

ザー名、パスワード)が必要です。 

 

サポートされていない機能 

アダプタは、次の機能をサポートしていません。 

• jca.retry.count、jca.retry.backoff、jca.retry.interval、およびjca.retry.maxIntervalなどのア

ダプタのランタイム再試行構成プロパティ。 

• Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlのエラー・ホスピタルでのメッ

セージのリカバリ。 

• Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlの参照(アウトバウンド)アダプタ

の「プロパティ」タブにおけるプロパティの表示(サービスWSDL URLや使用される

CSFキーなど)。これらは、「サービスと参照」ページで選択する参照アダプタです。 

• 拒否されたメッセージの処理 

• 次のメッセージ暗号化機能および復号化機能は、Oracle JDeveloperの「公開された

サービス」スイムレーンまたは「外部参照」スイムレーンのクラウド・アダプタを

右クリックすると使用できます。 

o 「公開されたサービス」スイムレーンのクラウド・アダプタの場合は、「機密
データの保護」→「リクエスト・データの暗号化」。 

o 「外部参照」スイムレーンのクラウド・アダプタの場合は、「機密データの保
護」→「機密データの復号化」。 

• ポリシー・アタッチメント機能は、Oracle JDeveloperの「公開されたサービス」スイ

ムレーンまたは「外部参照」スイムレーンのクラウド・アダプタを右クリックする

と使用できます。 

 

制限事項 

次の制限事項に注意してください。 

Oracle Fusion ApplicationトポロジではWebリソースとサービス・リソースに対する可視

性が内部と外部の2つのカテゴリに分かれているため、すべてのOracle Fusion 
ApplicationサービスをSaaSモードで使用できるわけではありません。したがって、一部

のサービスは内部サービスであり、統合用のアダプタでは使用できません。パブリッ

ク消費用に使用できるのは外部サービスのみです。 

ファミリ間モジュールに定義されているサービスは外部サービスではないため、この

アダプタはこれらの統合には使用できません。 
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前提条件 

 
Oracle Cloud Adapter for ServiceNow.comを使用してその特定のServiceNowインスタンス

に接続する前に、次の前提条件をServiceNowインスタンスで実行または確認する必要

があります。 

 

指定した表のWebサービスの有効化 

ユーザーは次のServiceNowの表で、それらに対してWebサービスが有効になっていることを

確認する必要があります。 
 

表 操作 

sys_plugins 標準アプリケーションを取得する 

sys_app カスタム・アプリケーションを取得する 

sys_db_object モジュールを取得する 

sys_ui_section Get操作でViewフィールドを取得する 

sys_ui_element Get操作でViewフィールドを取得する 

sys_soap_message ServiceNowのアウトバウンドSOAPメッ
セージの挿入/削除用 

sys_soap_message_function ServiceNowのアウトバウンドSOAPメッセージ
機能の挿入用 

sys_script ServiceNowのビジネス・ルールの挿入/更新/
削除用 

ユーザーは次の手順に従って、ServiceNowインスタンスで表のWebサービスを有効にする必要

があります。 

1. 管理者資格証明を使用してServiceNowアプリケーション(xxx.service-now.com)にログ

インします。 

2. ホーム・ページで、左側のペインにあるクイック検索ボックスに「tables」と入力し、

検索結果から「Tables」のハイパーリンクをクリックします。右のペインに表のリス

トが表示されます。 
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3. 検索ボックスを使用してServiceNowの表を(前述の表から)それぞれ検索するか、次の

画面に示すようにフィルタの表示または非表示を使用して表を特定します。 

次のスクリーンショットは、ServiceNowの表「sys_plugins」の検索結果です。 
 

4. クリックして表を開きます。 

5. 「Allow access to this table via web services」チェック・ボックスを探し、まだ選択さ

れていない場合は選択します。 
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6. 設定を保存します。 
 

上に表示されるすべてのServiceNowの表に対して、前述の手順を実行します。 

 

統合ユーザーに適切なロールがあることの確認 
デフォルトのSOAPロール (カスタマイズまたは変更なし )のあるServiceNowユーザーは、

ServiceNow.comのOracle Cloudアダプタを設定または使用する必要があります。 

デフォルトのSOAPロールには次の権限があります。 

すべての表でのレコードの問合せ、作成、更新または削除の他に、スクリプトを実行できます。

これは弊社が確認しますが、ServiceNow.comでは管理ロールを使用することをお薦めしています。 
 

注意: SOAPロールが変更された場合や、何らかの理由によってSOAPロールが機能し

ない場合、ユーザーはServiceNow.comの推奨事項に従い、管理ロールを使用する必要

があります。 
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ユーザーが管理ロールを割り当てない場合、ユーザーはカスタム・ロールを作成し、次の表にア

クセス権限を追加して、デフォルトのSOAPロールをカスタム・ロールに追加できます。 

• sys_plugins 
• sys_app 
• sys_db_object 
• sys_ui_section 
• sys_ui_element 
• sys_soap_message 
• sys_soap_message_function 
• sys_script 
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ServiceNowアダプタ機能の理解 

 
ServiceNowアダプタには、次の機能があります。 

この章は次のトピックで構成されています。 

• ServiceNowアダプタのデザイン統合パターンの理解 

• アダプタ構成ウィザードによる統合の設計 

• ランタイム時のアプリケーションの監視 

• アーティファクトの作成 

 

ServiceNowアダプタのデザイン統合パターンの理解 
ServiceNowアダプタは、アダプタ構成ウィザードで次のデザイン統合パターンをサポー

トしています。 

ServiceNowアダプタからServiceNowアプリケーションへのアウトバウンドの統合 

• ServiceNowアダプタを、ServiceNowアプリケーションに接続するように構成します。 

• 利用可能なビジネス・オブジェクト(標準およびカスタム)のセットを移動し、オブジェ

クトを起動する操作を選択します。検索機能を使用してビジネス・オブジェクトを見

つけることもできます。 

• アダプタ構成を保存して、「アダプタ構成ウィザード」を終了します。 

• アプリケーションのビジネス・オブジェクトと、ServiceNowの論理ビジネス・オブジェ

クトをマップします。 

• SOAコンポジット・アプリケーションの設計を完了します。 

実行時、SOAコンポジット・アプリケーションでは、ServiceNowアダプタを使用して、

ServiceNowのビジネス・オブジェクトに対し、選択した操作が実行されます。 

ServiceNowアプリケーションからServiceNowアダプタへのインバウンドの統合 

ServiceNowアダプタは、インバウンドの接続用に構成することもできます。たとえば、

ServiceNowアダプタを使用してインバウンドのサービス・インタフェースを定義するこ

とにより、オンプレミス・アプリケーションをServiceNowアプリケーションと統合でき

ます。このサービスは、その後、ServiceNowで起動されます。 

• インバウンドのサービス・インタフェースは、ServiceNowで起動されるように定義します。 

• オブジェクトのリストを参照して、サービス・エンドポイントを構成します。

ServiceNowからこのSOAコンポジット・アプリケーションへのリクエスト・ペ

イロードとして受信するビジネス・オブジェクトを選択します。 
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• ServiceNowからのペイロードに含めるフィールドを選択します。 

• ServiceNowがServiceNowアダプタに通知するイベント・タイプを選択します。オプ

ションで、ServiceNowアダプタが通知を受信する条件を指定することもできます。 

• ServiceNowアダプタの構成を完了します。 

• ビジネス要件に従ってSOAコンポジット・アプリケーションの設計を完了します。 

 

アダプタ構成ウィザードによる統合の設計 
アダプタ構成ウィザードを使用して、SOAコンポジット・アプリケーションまたはOracle 
Service Busビジネス・サービスにServiceNowアダプタを含めます。 

アダプタ構成ウィザードは、ServiceNowアプリケーションとの通信に必要なアーティ

ファクトを選択できる構成ページで構成されています。アダプタはインバウンド(ソー

ス)方向またはアウトバウンド(ターゲット)方向に構成できます。 

• インバウンド(ソース)方向: 

「基本情報」ページには、わかりやすい名前とオプションで説明を入力します。 
 

「接続」ページには、ServiceNowのインスタンス名、セキュリティ・ポリシー(Basic認
証)、および使用するCSF認証キーを指定します。認証キーは、「追加」アイコンをクリッ

クして、キー名、ユーザー名、およびパスワードを指定して作成されます。これらの同

じCSF認証キー値をOracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlで指定する必要も

あります。詳細は、Oracle Cloudアダプタ・インストール後の構成ガイドを参照してくだ

さい。 

「接続」ページでは、ServiceNowアプリケーションへの接続をテストすることもできま

す。これにより、サービス・カタログ・サービスへのURLと資格情報が正しいことを確

認できます。接続が正常であるか、資格情報がServiceNowアプリケーションで認証され

たかどうかを示すステータスが表示されます。接続の試行中に発生したエラーも表示さ

れます。 
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「アプリケーション」ページでは、そのアプリケーション内のアプリケーションとモ

ジュールを選択します。 
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「フィールド」ページでは、通知で受信するフィールドを選択します。 
 

「条件」ページでは、イベント・タイプを選択し、イベントを受信する必要があるフィー

ルド条件を入力します。 
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「サマリー」ページ(インバウンド)に、これまでのページでの選択内容が表示されます。 
 

• アウトバウンド(ソース)方向: 

「基本情報」ページには、わかりやすい名前とオプションで説明を入力します。これは

インバウンド方向に表示されたページと同じです。 

「接続」ページには、ServiceNowのインスタンス名、セキュリティ・ポリシー(Basic認
証)、および使用するCSF認証キーを指定します。これはインバウンド方向に表示された

ページと同じです。 

「操作」ページでは、ビジネス・オブジェクトまたはサービス、および選択内容に対し

て実行する操作を選択します。サービス名に基づいた検索機能も提供されています。ビ

ジネス・サービスをすばやく選択するには、検索文字列を入力します。すべてのサービ

スを表示するのではなく、リストのブラウザにはリストに一致するビジネス・サービス

のみが表示されます。 
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「サマリー」ページ(アウトバウンド)に、前のページでの選択内容が表示されます。 
 

 

ランタイム時のアプリケーションの監視 

この項では、ServiceNowアダプタを使用する際のランタイムに関する内容を説明します。 

デザインタイム中に生成された情報をサービス・エンドポイントに提供するためにアダ

プタのランタイム部分を使用します。SOAコンポジット・アプリケーションまたはOracle 
Service Busビジネス・サービスをOracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlから

監視できます。Oracle Service Busビジネス・サービスをOracle Service Busコンソールから

テストすることもできます。 

 

アーティファクトの作成 

Oracle JDeveloperの「アプリケーション」ウィンドウで次のアーティファクトがアダプ

タ・インスタンスごとに作成されます。 

• WSDLファイル: 標準のWSDLファイル・タイプのみサポートされます。 

• JCAファイル: ランタイム時にアダプタで使用される内部実装の詳細を含みます。こ

れには、アダプタで使用される様々な相互作用プロパティと接続プロパティが含ま

れます。 

アプリケーションの構成が完了したら、アプリケーションをOracle JDeveloperからラン

タイム環境にデプロイできます。 

ウィザード・ページのフィールドに指定する詳細は、「Oracle ServiceNowアダプタ・プ

ロパティの構成」を参照してください。 
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4 
 

SOAコンポジット・アプリケーションの設計 

 
この項では、ServiceNowアダプタを使用してSOAコンポジット・アプリケーションを

設計する方法について説明します。 

この項は次のトピックで構成されています。 

• SOAコンポジット・アプリケーションの作成 

• SOAコンポジット・アプリケーションへの参照としてのアダプタの追加 

• SOAコンポジット・アプリケーションの設計の完了 

 

SOAコンポジット・アプリケーションの作成 
この項では、公開されたサービスまたは外部参照としてアダプタを含めるSOAコンポ

ジット・アプリケーションを作成する方法の概要を示します。 

1. Oracle JDeveloperを起動します。 

2. 「ファイル」メニューから、「新規」→「アプリケーション」を選択します。 

3. 「新規ギャラリ」ダイアログで、「アイテム」リストから「SOAアプリケーション」を

選択し、「OK」をクリックします。SOAアプリケーションの作成ウィザードが表示され

ます。 

4. アプリケーション名を指定し、「次へ」をクリックします。 

5. プロジェクト名を指定し、「次へ」をクリックします。 

6. 「BPELを使用するコンポジット」を選択し、「終了」をクリックします。 

SOAコンポジット・エディタで設計するためのSOAコンポジット・アプリケーションが表示

されます。 
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SOAコンポジット・アプリケーションへの参照としての 
アダプタの追加 

Oracle JDeveloperではServiceNowアダプタを、「外部参照」スイムレーンへのアウトバウ

ンド(ターゲット)参照として、SOAコンポジット・アプリケーションに追加できます。 

1. SOAコンポジット・アプリケーションの「コンポーネント・パレット」に移動します。 

2. 「カスタム/サード・パーティ」の「クラウド」セクションに移動します。 

 アダプタが表示されます。 

 

3. アダプタを適切なスイムレーンにドラッグします。 

a) インバウンド(ソース)サービスを作成するには、アダプタを「公開されたサー

ビス」スイムレーンにドラッグし、アダプタを構成するためのウィザード・

ページについて説明する次の項を確認します。 

• 基本情報プロパティの構成 

• Oracle Cloudアダプタ接続とCSFキー・プロパティの構成 

• ServiceNowアプリケーション・プロパティの構成 

• ServiceNowフィールド・プロパティの構成 

• ServiceNow条件プロパティの構成 

• 「サマリー」ページでの構成値のレビュー 
 

b) アウトバウンド(ターゲット)参照を作成するには、アダプタを「外部参照」ス

イムレーンにドラッグし、アダプタを構成するウィザード・ページについて

説明している次の項を参照してください。 
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• 基本情報プロパティの構成 

• Oracle Cloudアダプタ接続とCSFキー・プロパティの構成 

• ServiceNowターゲット操作プロパティの構成 

• 「サマリー」ページでの構成値のレビュー 

 

SOAコンポジット・アプリケーションの設計の完了 
この項では、SOAコンポジット・アプリケーションの設計を完了し、アプリケーション

をデプロイする方法の概要を説明します。 

1. SOAコンポジット・アプリケーションの残りの内容を設計します。次に例を示します。 

a) BPELプロセスをアダプタに接続します。この例では、BPELプロセスが外部参

照としてアダプタに接続されます。 

b) BPELプロセスの内容を設計します。次に例を示します。 

a. BPELプロセスをダブルクリックします。 
 

b. アダプタを起動するInvokeアクティビティを追加して構成します。 

c. アダプタとの間でメッセージを送受信するときに、変数のコンテンツ

を別の変数にコピーするAssignアクティビティを追加して構成します。 

d. 必要に応じて、他のアクティビティを追加および構成します。 
 

e. 完了したら、SOAコンポジット・エディタにSOAコンポジット・アプ

リケーションを表示します。 

SOAコンポジット・アプリケーションの作成および設計の詳細は、『Oracle SOA Suite
でのSOAアプリケーションの開発』を参照してください。 

2. SOAコンポジット・アプリケーションをデプロイします。 

a) ナビゲータで、プロジェクトを右クリックし、「デプロイ」→<project_name>
を選択します。 

 
b) デプロイメント・ウィザードの手順に従って、SOAコンポジット・アプリケー

ションをアプリケーション・サーバーにデプロイします。 
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5 
Oracle Service Busビジネス・サービスの設計 

 
この項では、Oracle JDeveloperでアダプタを含むOracle Service Busビジネス・サービス

を設計する方法を説明します。 

• Oracle Service Busビジネス・サービスの作成 

• ビジネス・サービスへの参照としてのアダプタの追加 

• Oracle Service Busビジネス・サービスの設計の完了 

 

Oracle Service Busビジネス・サービスの作成 

この項では、Oracle JDeveloperでアダプタを含むOracle Service Busビジネス・サービスを

作成する方法の概要を説明します。 

1. Oracle JDeveloperを起動します。 

2. 「ファイル」メニューから、「新規」→「アプリケーション」を選択します。 

3. 「新規ギャラリ」ダイアログで、「アイテム」リストから「Service Busアプリケーション」

を選択し、「OK」をクリックします。 

4. アプリケーション名を指定し、「次へ」をクリックします。 

5. プロジェクト名を指定します。 

6. 「Service Bus」を選択し、「終了」をクリックします。 

Oracle Service Bus概要エディタで設計するOracle Service Busビジネス・サービスが表示さ

れます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 



5-2 Oracle Service Busビジネス・サービスの設計  

ビジネス・サービスへの参照としてのアダプタの追加 

Oracle JDeveloperではアダプタを、「プロキシ・サービス」スイムレーンへのインバウ

ンド(ソース)プロキシ・サービス、または「外部サービス」スイムレーンへのアウトバ

ウンド(ターゲット)外部サービスとして、Oracle Service Busビジネス・サービスに追加で

きます。 

1. Oracle Service Busビジネス・サービスの「コンポーネント・パレット」に移動します。 

2. 「カスタム/サード・パーティ」の「クラウド」セクションに移動します。 
 

3. アダプタを適切なスイムレーンにドラッグします。 

a) インバウンド(ソース)サービスを作成するには、アダプタを「公開されたサー

ビス」スイムレーンにドラッグし、アダプタを構成するためのウィザード・

ページについて説明する次の項を確認します。 

• 基本情報プロパティの構成 

• Oracle Cloudアダプタ接続とCSFキー・プロパティの構成 

• ServiceNowアダプタ・トリガー・アプリケーション・プロパティの構成 

• ServiceNowアダプタ・トリガー・フィールド・プロパティの構成 

• ServiceNowアダプタ・トリガー条件プロパティの構成 

• 「サマリー」ページでの構成値のレビュー 
 

b) アウトバウンド(ターゲット)参照を作成するには、アダプタを「外部参照」ス

イムレーンにドラッグし、アダプタを構成するウィザード・ページについて

説明している次の項を参照してください。 

• 基本情報プロパティの構成 

• Oracle Cloudアダプタ接続とCSFキー・プロパティの構成 

• ServiceNowターゲット操作プロパティの構成 

• 「サマリー」ページでの構成値のレビュー 
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Oracle Service Busビジネス・サービスの設計の完了 
この項ではOracle Service Busビジネス・サービスの設計を完了し、アプリケーションをデ

プロイする方法の概要を説明します。 

1. Oracle Service Busビジネス・サービスの内容を設計します。たとえば、ビジネス・サービ

スでOracle Service Busプロキシ・サービスを構成するには、次の手順を実行します。 

a) Oracle Service Bus概要エディタで、「パイプライン/分割結合」レーンを右ク

リックし、「挿入」→「パイプライン」を選択します。 

「パイプライン・サービスの作成」ダイアログが表示されます。 

b) パイプラインの名前を入力し、プロジェクトの場所を選択して「次へ」をク

リックします。 

c) 「サービス・タイプ」として「WSDL」を選択します。 

d) 「WSDL」選択項目の右側にある「参照」アイコンをクリックしてWSDLを選

択します。 

e) 「アプリケーション」を選択します。 

f) 「リソース・チューザ」を展開してWSDLファイルを選択し、「OK」をクリッ

クします。 

g) 「プロキシ・サービスとして公開」が選択されていることを確認します。 

h) 「プロキシ・トランスポート」リストから、httpを選択し、「終了」をクリッ

クします。 

「パイプライン」コンポーネントがOracle Service Bus概要エディタに表示され

ます。 

i) 外部サービスを「パイプライン」コンポーネントに接続します。 

 

Oracle Service Busビジネス・サービスの作成および設計の詳細は、Oracle Service 
Busでのサービスの開発を参照してください。 

2. デフォルト・ルーティングを示すパイプラインを開きます。 

3. サービスと対応する操作が、ダイアログの下部にあるルーティング・プロパティ・タブに

表示されます。 

アウトバウンド・プロジェクトはデプロイできる状態になります。 

4. ビジネス・サービスをデプロイします。 

a) プロジェクトを選択し、「Service Busサーバーへのデプロイ」を選択します。 

b) デプロイメント・ウィザードの手順に従います。 
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6 
ServiceNowアダプタ・プロパティの構成 

 
サービス・アダプタを使用して、ServiceNowアプリケーションとの統合を作成できます。 

この章は次のトピックで構成されています。 

• 基本情報プロパティの構成 

• Oracle Cloudアダプタ接続とCSFキー・プロパティの構成 

• ServiceNowアダプタ・トリガー・アプリケーション・プロパティの構成 

• ServiceNowアダプタ・トリガー・フィールド・プロパティの構成 

• ServiceNowアダプタ・トリガー条件プロパティの構成 

• ServiceNowターゲット操作プロパティの構成 

• ServiceNowアダプタ起動の拡張問合せパラメータの構成 

• 「サマリー」ページでの構成値のレビュー 

 

基本情報プロパティの構成 
統合の各ソースとターゲット・アダプタの「基本情報」ページで名前と説明を入力でき

ます。 

この項は次のトピックで構成されています。 

• 「基本情報」ページで実行できる操作 

• 「基本情報」ページに表示される内容 

 
「基本情報」ページで実行できる操作 

「基本情報」ページでは次の値を指定できます。「基本情報」ページは、アダプタでサ

ポートされるトリガー(ソース)または起動(ターゲット)エリアにアダプタをドラッグす

ると常に表示されるウィザードの初期ページです。 

• わかりやすい名前を指定します。 

• 職責の説明を指定します。 
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「基本情報」ページに表示される内容 
次の表で、「基本情報」ページに表示される主な情報について説明します。 

 

要素 説明 

エンドポイントにどのような名前を付けます

か。 
他のユーザーがこの接続の職責を理解できるよう

にわかりやすい名前を指定します。名前には英語

のアルファベット文字、数字、アンダースコア、

ダッシュを含めることができます。以下を含める

ことはできません。 

• 空白(My Inbound Connectionなど) 

• 特殊文字(#;83&やrigh(t)now4など) 

• 全角文字 

このエンドポイントでは何が行われますか。 接続の職責の説明をオプションで入力します。例: 
この接続では、クラウド・アプリケーションとア

カウント情報を同期するためのインバウンド・リ

クエストを受信します。 

 

Oracle Cloudアダプタ接続とCSFキー・プロパティの構成 
統合のOracle Cloudアダプタ構成接続と資格証明ストア・フレームワーク(CSF)のキー値

を入力します。 

この項は次のトピックで構成されています。 

• Oracle Cloudアダプタの「接続」ページで実行できる操作 

• Oracle Cloudアダプタの「接続」ページに表示される内容 

• Oracle Cloudアダプタの「CSFキー」ページで実行できる操作 

• Oracle Cloudアダプタの「CSFキー」ページに表示される内容 

 
Oracle Cloudアダプタの「接続」ページで実行できる操作 

Oracle Cloudアダプタの次の接続値を指定できます。 

• 一部のアダプタについてはWSDL URLを指定します。ServiceNowアダプタを構成する

場合、WSDLは必要ありませんが、ServiceNowのインスタンスURLを指定する必要が

あります。 

• セキュリティ・ポリシーを指定します。 

• 認証キーを作成します。1つの方向(アウトバウンドなど)に対して作成されたキーを他

の方向(インバウンドなど)でも選択できます。 
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Oracle Cloudアダプタの「接続」ページに表示される内容 
次の表で、Oracle Cloudアダプタの「接続」ページに表示される主な情報について説明し

ます。 
 

要素 説明 

ServiceNowのインスタンス名 https://host_name.service-now.com/など、

ServiceNowのインスタンス名(ServiceNowのURL)を指定

します 
セキュリティ・ポリシー 環境に適したセキュリティ・ポリシーを選択します(例: 

USERNAME_PASSWORD_TOKEN)。 
• ウィザードにはすべてのポリシーが表示され、該当しない

可能性があるものも含まれています。適切な選択を行うに

は、ポリシーに関する知識が必要です。たとえば、SAML
ベースのポリシーは選択できませんが、これはアイデン

ティティが伝播されないためです。 
• クラウド・アダプタに適用するポリシーは、クラウド・ア

ダプタに固有であり、コンポジットの他のエンドポイント

には影響しません。 
認証キー CSF認証キーを選択します。 

• 追加: クリックして新しい認証キーを作成します。キー名、

ユーザー名、およびパスワードを指定する必要がありま

す。アプリケーションを正常にデプロイして管理するに

は、Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware 
Controlに、これらと同じ値を指定する必要があります。 

• 編集: 認証キーを編集する場合にクリックします。 
• 削除: 認証キーを削除する場合にクリックします。 

テスト 認証キーを検証する場合にクリックします。 

 
Oracle Cloudアダプタの「CSFキー」ページで実行できる操作 

Oracle Cloudアダプタの次のCSFキー値を指定できます。 

• CSFキー名 

• ユーザー名、パスワードおよびパスワードの再入力 

 
Oracle Cloudアダプタの「CSFキー」ページに表示される内容 

次の表で、Oracle Cloudアダプタの「CSFキー」ページに表示される主な情報について説

明します。 
 

要素 説明 

CSFキー名 資格証明のランタイム・インジェクションを有効にする

CSFキーを指定します。アダプタはCSFを使用してアプリ

ケーション(ServiceNow CloudまたはOracle HCMアプリ

ケーションなど)での認証に必要なユーザー名とパスワー

ドを取得します。このキーは、デザインタイム中にログイ

ン資格証明を識別します。アプリケーションを正常にデプ

ロイして管理するには、Oracle Enterprise Manager Fusion 
Middleware Controlに、これらと同じ値を指定する必要が

あります。詳細は、『Oracle Cloudアダプタ・インストー

ル後の構成ガイド』を参照してください。 
ユーザー名 アプリケーションに接続するためのユーザー名

(ServiceNow Cloudユーザー名)を入力します。ユーザー資

格証明は管理者から付与されます。 



6-4 ServiceNowアダプタ・プロパティの構成   

パスワード アプリケーションに接続するためのパスワードを入力し

ます。(ServiceNow Cloudパスワード) 
パスワードの再入力 同じパスワード(ServiceNow Cloudパスワード)を再度入力

します。 
 

ServiceNowアダプタ・トリガー・アプリケーション・プロパティの構成 
通知を受信するアプリケーションとモジュールを選択します。 

この項は次のトピックで構成されています: 

• ServiceNowアダプタの「アプリケーション」ページで実行できる操作 

• ServiceNowアダプタの「アプリケーション」ページに表示される内容 
 
ServiceNowアダプタの「アプリケーション」ページで実行できる操作 

構成ページを使用して通知を受信するアプリケーションとモジュールを選択します。 

 
ServiceNowアダプタの「アプリケーション」ページに表示される内容 

次の表で、ServiceNowアダプタの「アプリケーション」ページに表示される主な情報に

ついて説明します。 
 

要素 説明 

アプリケーションの選択 スクロール・リストを使用して、挿入、更新、また

は削除があった場合に通知を受信するアプリケー

ションを選択します。 
モジュールの選択 スクロール・リストを使用して、前に選択したアプ

リケーションからモジュールを選択します。 
アプリケーション名によるフィルタ アプリケーションの頭文字を入力すると表示をフィ

ルタリングできます。 
モジュール名によるフィルタ モジュールの頭文字を入力すると表示をフィルタリ

ングできます。 

 

ServiceNowアダプタ・トリガー・フィールド・プロパティの構成 
ServiceNowアダプタ・トリガーのフォーマット定義パラメータを入力します。 

この項は次のトピックで構成されています。 
• ServiceNowアダプタの「フィールド」ページで実行できる操作 

• ServiceNowアダプタの「フィールド」ページに表示される内容 
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ServiceNowアダプタの「フィールド」ページで実行できる操作 
「フィールド」ページを使用して、挿入、更新、または削除時に通知を受信する対象と

なるフィールドを指定します。 
 
ServiceNowアダプタの「フィールド」ページに表示される内容 

次の表で、ServiceNowアダプタの「フィールド」ページに表示される主な情報について

説明します。 
 

要素 説明 
フィルタリングするフィールド名の

入力 
リストで名前の表示をフィルタリングするために頭文字を

入力します。ドロップダウン・メニューを使用してフィー

ルドのリストを縮小または拡大します: 

• すべて: 使用可能なすべてのフィールドを表示 

• カスタム: カスタム・フィールドのみを表示 

• 標準: 標準フィールドのみを表示 

使用可能なフィールド スクロール・リストを使用して、挿入、更新、または削除

時に通知を受信する対象となるフィールドのリストを選択

します。これらは構成ページで選択したアプリケーション

とモジュールに含まれるフィールドです。選択すると、こ

れらのフィールドは「選択したフィールド」リストに移動

されます。 
フィールド名をダブルクリックするか、矢印ボタンを使用

すると、フィールドを「選択したフィールド」リストに移

動できます。 

選択したフィールド 選択したフィールドのリストです。 
 

ServiceNowアダプタ・トリガー条件プロパティの構成 
このページを使用して、選択したフィールドで実行されると通知をトリガーするアク

ションを選択します。また、通知をトリガーする条件を管理する条件文を設定すること

もできます。 

この項は次のトピックで構成されています。 

• ServiceNowアダプタの「条件」ページで実行できる操作 

• ServiceNowアダプタの「条件」ページに表示される内容 
 
ServiceNowアダプタの「条件」ページで実行できる操作 

ServiceNowアダプタの「条件」ページを使用して、選択したフィールドが挿入、更新、ま

たは削除されたときに通知する複雑な条件文を作成できます。 
 
ServiceNowアダプタの「条件」ページに表示される内容 



6-6 ServiceNowアダプタ・プロパティの構成   

次の表で、ServiceNowアダプタの「条件」ページに表示される主な情報について説明します。 
 

要素 説明 

アセットが次の場合に通知を受信 

• 挿入済 

• 更新済 

• 削除済 

リストされたイベント(挿入済、更新済、削除済)
から、選択したアプリケーション、モジュールま

たはフィールドで実行されると通知をトリガーす

るイベントを1つ選択します。 

フィールド条件 ページのこの部分を使用して、通知がトリガーさ

れる条件を管理する条件文を作成します。チェッ

クボックスをクリックして条件制御をアクティブ

化します。 
 

ServiceNowターゲット操作プロパティの構成 
統合のServiceNowターゲット操作値を入力します。 

この項は次のトピックで構成されています。 

• ServiceNowアダプタの「ターゲット操作」ページで実行できる操作 

• ServiceNowアダプタの「ターゲット操作」ページに表示される内容 
 
ServiceNowの「ターゲット操作」ページで実行できる操作 

操作を実行するアプリケーションとモジュールを選択できます。次に、アプリケーショ

ンで実行する操作を選択します。 

 
ServiceNowの「ターゲット操作」ページに表示される内容 

次の表では、ServiceNowアダプタの「操作」ページの主な情報について説明します。 
 

要素 説明 

アプリケーションの選択 ServiceNowアプリケーションを選択します。 

モジュールの選択 操作を実行するServiceNowモジュールを選択しま

す。 

アプリケーション名によるフィルタ アプリケーションの表示をフィルタリングするた

めに頭文字を入力します。 

モジュール名によるフィルタ モジュールの表示をフィルタリングするために頭

文字を入力します。 

操作の選択 ドロップダウン・メニューから、ServiceNowアプ

リケーションで実行する次のいずれかの操作を選

択します。 
• 集計— SUM、COUNT、MIN、MAX、AVGなどの

集計関数を使用して表を問い合せます 
• 削除— 選択した表から1つ以上のレコードを削除

します。 
• 取得— 選択した表をサンプル値で問い合せ、一致

するレコードとそのフィールドを返します。 
• 挿入— 選択した表の新しいレコードを作成しま

す 
• 更新— 必須のsys_idフィールドで識別される、選

択した表内の既存のレコードを更新します。 
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キーの取得(Get操作が選択された場合にのみ

表示) 
このチェックボックスを選択すると、一致するす

べてのレコードとフィールドがGet操作によって

返されます。 

拡張問合せパラメータ (Get操作が選択された

場合にのみ表示) 
「拡張問合せパラメータ」ページを起動します。

このページを使用して、返される結果のフィルタ

リングで使用するイベント基準と拡張問合せパラ

メータを構成します。詳細は、「ServiceNowアダ

プタ起動の拡張問合せパラメータの構成」を参照

してください。 

Get操作のテスト(Get操作が選択された場合に

のみ表示) 
「Get操作のテスト」はユーザーがGet操作を選択

すると有効になります。選択したパラメータに基

づいて操作をテストできます。 

 
ServiceNowアダプタの拡張問合せパラメータの構成 

統合のServiceNowアダプタ拡張問合せパラメータ値を入力します。 
 

注意: このページは「操作」ページで、「拡張問合せパラメータ」ボタンをクリック

すると表示されます。 
 

この項は次のトピックで構成されています。 

• ServiceNowアダプタの「拡張問合せパラメータ」ページで実行できる操作 

• ServiceNowアダプタの「拡張問合せパラメータ」ページに表示される内容 

 
ServiceNowアダプタの「拡張問合せパラメータ」ページで実行できる

操作 
ServiceNowアダプタの「拡張問合せパラメータ」ページで次の値を指定できます。 

• 拡張問合せパラメータを指定します。 

• 問合せに含めるフィールドを選択します。 
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ServiceNowアダプタの「拡張問合せパラメータ」ページに表示される

内容 
次の表では、ServiceNowアダプタの「拡張問合せパラメータ」ページの主な情報につい

て説明します。たとえば、Incidentを問合せレコードへの表として選択し、GETを

ServiceNowの表で実行する操作として選択した場合、「拡張問合せパラメータ」セクショ

ンの「順序」ドロップダウン・リストで数字を選択し、「フィールドを含める」セクショ

ンで「short_description」を選択します。 
 

要素 説明 
拡張問合せパラメータ 次のリストから使用する拡張問合せパラメータを

選択します。 
• 順序— 指定したフィールドを使用して返される

結果を並べ替えます。 
• 順序の説明— 指定したフィールドを使用して返

される結果を降順で並べ替えます。 
• 最初の行— セットの先頭からこのレコード数で

結果をオフセットします。「最後の行」ととも

に使用されている場合、結果のウィンドウに対

する問合せの効果があります。結果は最初の行

番号を含みます。 
• 最後の行— セットの先頭から、または指定されて

いる場合には開始行の値から、このレコード数

で結果を制限します。「最初の行」とともに使

用されている場合、結果のウィンドウに対する

問合せの効果があります。最後の行番号よりも

少ない結果を返し、最後の行は含みません。 
• 制限— 返されるレコード数を制限します。 
• ビューの使用— 返される結果の制限と拡張に使

用するフォーム・ビューを名前で指定します。

フォーム・ビューに深く参照されているフィー

ルド(caller_id.emailなど)が含まれる場合、この

フィールドも結果で返されます。 

フィールドを含める 含めるフィールドを選択します。 

フィールド名によるフィルタ リストで名前の表示をフィルタリングするために

頭文字を入力します。 

選択可能 モジュールから選択できるフィールドを表示しま

す。 

選択済 選択したフィールドを表示します。 

エンコードされた問合せ カスタム問合せを構築します。例: 
Incident number is INC0022759 AND 
Active is true 

OR 

Incident number is INC0022756 AND 
Active is false 
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「サマリー」ページでの構成値のレビュー 
「サマリー」ページで指定されたアダプタ構成値をレビューできます。 

この項は次のトピックで構成されています。 

• 「サマリー」ページで実行できる操作 

• 「サマリー」ページに表示される内容 

 
「サマリー」ページで実行できる操作 

「サマリー」ページでソースまたはターゲットの構成の詳細をレビューできます。「サ

マリー」ページは、各アダプタの構成が完了した後に表示されるウィザードの最終ペー

ジです。 

• ソースまたはターゲットのアダプタに対して定義した構成の詳細を表示します。たと

えば、リクエスト・ビジネス・オブジェクトと即時レスポンス・ビジネス・オブジェ

クトを含むインバウンドのソース・アダプタを定義した場合、この構成に関する固有

の詳細が「サマリー」ページに表示されます。 
 

注意: インバウンド・ソース・アダプタの場合、「サマリー」ページに「次のステッ

プ」が表示され、デプロイ後の手順が示されます。 
 

• 構成詳細を保存する場合は「終了」をクリックします。 

• 特定のページにアクセスし構成の定義を更新するには、左側のパネルにある特定のタ

ブをクリックするか、「戻る」をクリックします。 

• 構成の詳細を取り消す場合は、「取消」をクリックします。 

 
「サマリー」ページに表示される内容 

次の表では、「サマリー」ページの主な情報について説明します。 
 

要素 説明 

サマリー ウィザードの前のページで定義したソース

またはターゲットの構成値のサマリーを表

示します。前のページに戻り、任意の値を

更新する場合は、左側のパネルで該当する

タブをクリックするか、「戻る」をクリッ

クします。 
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7 
アプリケーションの管理 

 
この項では、Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware ControlまたはOracle Service Bus
コンソールからアダプタを使用するOracle SOA SuiteまたはOracle Service Busアプリケー

ションを管理および監視する方法について説明します。 

この章は次の項で構成されています。 

• インバウンド・アダプタのデプロイ後の手順 

• Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlでのアプリケーションの管理 

• Oracle Service BusコンソールからのOracle Service Busプロジェクトのテスト 

 

インバウンド・アダプタのデプロイ後の手順 
統合フローの開発が完了した後は、次のタスクを実行する必要があります。 

1. 統合フローをアクティブ化します。 

2. 有効な資格情報でServiceNowインスタンスにログインします。 

3. クイック検索で「ビジネス・ルール」を検索し、「ビジネス・ルール」を選択します。 

4. ORA_という名前で始まるビジネス・ルールを検索して、クリックします。 

5. スクリプト・ボックスを特定し、引用符の間にWebLogicの資格情報を入力します。 

6. 同じページで更新ボタンをクリックします。 

 

Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlでの

アプリケーションの管理 
Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlにアダプタを含めるSOAコンポジッ

ト・アプリケーションまたはOracle Service Busビジネス・サービスを管理できます。 

1. Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlにログインします。 

2. ナビゲータで、ツリーを展開してSOAコンポジット・アプリケーションまたはOracle 
Service Busビジネス・サービス・プロジェクト(この例では、SOAコンポジット・アプリ

ケーションが選択されています)を表示します。 

3. SOAコンポジット・アプリケーションを選択します。 

4. 「テスト」をクリックします。 

「Webサービスのテスト」ページが表示されます。 

5. ページのフィールドに入力してコンポジットのテストを開始します。 

6. 「Webサービスのテスト」をクリックします。 

起動の結果が表示されます。 
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7. 「フロー・トレースの起動」をクリックして、アダプタに関するフローの詳細を含む、

SOAコンポジット・アプリケーションのフロー・トレースを表示します。 

Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlでのアプリケーションの監視の詳細は、

『Oracle SOA SuiteおよびOracle Business Process Management Suiteの管理』および『Oracle 
Service Busの管理』を参照してください。 

 

Oracle Service BusコンソールからのOracle Service Bus
ビジネス・サービス・プロジェクトのテスト 

Oracle Service BusコンソールからOracle Service Busビジネス・サービス・プロジェクトを

テストできます。 

1. Oracle Service Busコンソールにログインします。 

2. ナビゲータの「すべてのプロジェクト」で、テストするプロジェクトを開きます。 

3. ナビゲータで、そのプロジェクトのビジネス・サービスをクリックします。 

4. 「テスト・コンソールの起動」(緑色の矢印ボタン)をクリックしてアウトバウンド・エン

ドポイントをテストします。 

これにより、テストするプロキシ・サービスと操作を表示するウィンドウが開きます。 

5. 入力して、「実行」をクリックします。 

これにより、ペイロードがOracle Cloudアプリケーションに送信されます。レスポンスは

「レスポンス・ドキュメント」セクションに表示されます。 

6. Oracle Service Busビジネス・サービス・プロジェクトのテストの詳細は、『Oracle Service 
Busの管理』を参照してください。 
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